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1　とつかハートプラン（戸塚区地域福祉保健計画）とは
戸塚区で暮らし、学び、働くすべての人が協力しながら進める「戸塚区地域福祉保健計画」の愛称です。
とつかハートプラン（以下、「ハートプラン」という。）では、「誰もが安心して心豊かに暮らすことのでき
る地域社会の実現」を基本理念として、区民・地域団体・関係機関・事業者の皆様と区役所、戸塚区社
会福祉協議会（以下、「区社協」という。）、地域ケアプラザ等の協働により、支えあい、助けあう地域社
会の実現を目指します。

（1）　地域福祉保健計画とは
地域福祉保健計画は、社会福祉法に基づいた、「福祉サービスを必要とする人や生活課題を抱える人が、

その人らしく生活し社会に参加できるような地域づくりを目指す計画」であり、その推進を通して、「地域
共生社会」の実現を目指します。

（2）　横浜市の特徴
法的には「地域福祉計画」ですが、横浜市は独自に「地域福祉保健計画」として、健康に関することや
予防的観点を盛り込んでいます。
そのため、現に福祉サービスを必要としていたり、生活課題を抱えていない方も含めて、誰もが日常的な

つながりを基礎としながら安心で心豊かに暮らしていけるまちづくりを目指しているところに特徴があります。
また、横浜市では、市・区社会福祉協議会が定めていた「市・区地域福祉活動計画」と一本化して策
定することにより、行政と市・区社会福祉協議会の取組を一体的に推進しています。

（3）　計画の構成
横浜市の計画のもう一つの特徴は、市・区・地区と計画が 3層構造になっていることで、地域住民の主
体的な参画を図っている点です。
ハートプランは、この三層構造のうち、「区計画」と「地区別計画（連合町内会自治会・地区社会福祉
協議会単位）」で構成されています。

とつかハートプラン
（戸塚区地域福祉保健計画）

区計画 地区別計画

区の特性や課題に応じた取組
地区別計画の「参考書」

地区の特性や課題に応じた取組
各地区の歴史や経緯を反映



【第5期計画の取組】　戸塚スタイルをまちぐるみで!
～「おもいあい」と「枠にとらわれない」を形にするまちづくり～　
〈おもいあい〉
①地域社会を構成するあらゆる存在を認めあい、尊重しあえる土壌づくりを進めること、②受け
手の立場に立った情報発信、支援・サービスの仕組みづくりを進めること、③相手を知り、尊重し
あうことで団体・機関・事業者が連携・協力関係の強化を図ること、を表現しています。

〈枠にとらわれない〉
超高齢化や人口減少、複雑化・複合化する生活課題など、社会情勢や私たちを取り巻く環境が
厳しさを増す中で、これまでの枠を取り払い、様々な人、団体、部署、事業者などが手をとりあっ
て力を合わせることが求められています。

 5年後に目指すまちの姿（振り返りのポイント）
1） おたがいの違いをわかりあい認めあい尊重しあえるまちになっている
2）その人らしいつながりの中でいきいきと暮らせるまちになっている
3）困っている人に気づき支えつなげることのできるまちになっている
4）誰もが安心して暮らせる仕組みや場が充実したまちになっている
5）戸塚区に関わるすべての人・団体・法人が力をあわせるまちになっている
6）防災・防犯・健康危機管理についてみんなで備えるまちになっている

 3つのアクション
〈知る〉〈つながる〉〈組む〉
アクションの主体は、戸塚区に関わるすべての人・法人（機関・事業者等）です。

 5年後に目指すまちの姿 5年後に目指すまちの姿 5年後に目指すまちの姿

 3つのアクション 3つのアクション 3つのアクション
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2　第5期計画を構成する要素

【基本理念】
誰もが安心して心豊かに暮らすことのできる地域社会の実現

【基本目標】
〈支えあいと助けあいのあるまち〉　〈みんながふれあう場のあるまち〉
〈安全・安心、人にやさしいまち〉　〈いつまでも元気で健やかに暮らせるまち〉

第５期計画では、基本理念冒頭の「誰もが」を広げ、実現するための取組に力を入れていきます。
「誰もが」の実現なしでは、「安心」や「心豊か」という要素も不十分なものになってしまいます。誰も
が地域社会の主役としてその人らしく暮らしていけるよう、年齢の違い、多様な性のあり方、障害の有無、
国籍や人種、出身地の違いなど、その違いを認めあい、尊重しあえるまちを目指して、取組を進めます。
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3　第5期計画の全体像

「戸塚スタイル」をまちぐるみで！

「基本理念」　～計画の推進を通じて目指す目標像～

誰もが安心して心豊かに暮らす ことのできる　地域社会の実現 
【基本目標】 支えあいと

助けあいの
あるまち

みんなが
ふれあう場の
あるまち

安全・安心、
人にやさしい
まち

いつまでも
元気で健やかに
暮らせるまち

「第 5期計画の取組」
「5年後に目指すまちの姿」
（振り返りポイント）

「5年間で進める3つのアクション」

おたがいの違いを
わかりあい認めあい
尊重しあえる
まちになっている

その人らしい
つながりの中で
いきいきと暮らせる
まちになっている

困っている人に
気づき支えつなげる
ことのできる
まちになっている

誰もが安心して
暮らせる仕組みや
場が充実した
まちになっている

戸塚区に関わる
すべての人・団体・
法人が力をあわせる
まちになっている

防災・防犯・健康
危機管理について
みんなで備える
まちになっている

1 2 3 4 5 6

3 つのアクション　×　「おもいあい」・「枠にとらわれない」　=　「戸塚スタイル」
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